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毎　月10　日・25　日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

、－　　　日夏　動　会
1

1＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿、－－

一生懸命走っ　た　よ．／

9月26日の日曜日、伊左座小学校の校庭では、水巻幼稚園・

北・南保育園のチビッ子たちの運動会が開かれました。

かけっとや競走遊ぎなど、一生懸命頑張る園児たちに、応

援にかけつけたお父さんべお母さんたちからおしみない拍手

が送られました。

町の人口

（51年9月禾現在）

人　口　24，414

男11，840

女12，574

世帯数　7，263
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国民年金は、老後の所得

保障と、さらには一家の働

き手が亡くなったり、加入

者自身が障害者になったり

した場合にも年金を支給し

て、幸せな生活ができるよ

う配慮しています。

20歳になったら国民年章

に加入しましょう。国民年

金は、政府の行う社会保障

事業で、国民の幸せを願う

制度です。‾

厚
生
年
金
な
ど
に
入
っ
て
い
る
人
の
奥

さ
ん
や
昼
間
部
の
大
学
生
は
加
入
義
務

が
あ
り
ま
せ
ん
。
奥
さ
ん
の
場
合
は
ご

主
人
の
厚
生
年
金
の
年
金
に
、
わ
ず
か

で
す
が
奥
さ
ん
の
分
が
扶
養
加
算
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

い
ま
す
。
．（

摘
録
Ｕ

し
か
し
、
そ

れ
は
ご
く
わ
ず

か
な
額
な
の

で
、
奥
さ
ん
や

大
学
生
が
加
入

を
希
望
す
れ
ば

∩
橘
鵜
臥
封
Ｕ

サラリーマン
は

厚生年金

現
在
の
わ
が

国
で
は
、
国
民

皆
年
金
と
い
っ

て
、
国
民
の
誰

も
が
、
政
府
の

行
う
ど
れ
か
の

、
ｂ

だ
　
会

い
　
年

継

　

民

を

　

国

店

で
す
か
ら
、

最
初
会
社
に
勤

め
て
い
た
人
が

そ
の
会
社
を
や

め
て
、
親
の
個

人
商
店
を
継
い

簡
単
に
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
国
民
年
金
に
は
、
母
子
年

金
の
よ
う
に
は
か
の
年
金
制
度
に
は
な

い
主
婦
を
保
護
す
る
年
金
が
あ
り
ま
す

の
で
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

の
奥
さ
ん
も
随
分
た
く
さ
ん
の
人
が
加

入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
奥
さ
ん

も
ふ
く
め
て
国
民
年
金
に
は
、
二
十
歳

か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
の
約
半
数
が

加
入
し
て
い
て
、
厚
生
年
金
と
並
ん
で

も
っ
と
も
大
き
な
年
金
制
度
と
な
っ
て

感
謝
鰭
網
撼
鰭
鰯
喝

国
民
年
金
は
、
国
営
の
年
金
制
度
で

す
が
、
そ
の
事
務
手
続
き
は
す
べ
て
加

入
者
の
住
ん
で
い
る
市
町
村
役
場
を
通

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
加
入
し
た

り
、
や
め
た
り
し
た
と
き
の
届
け
や
そ

の
他
い
ろ
い
ろ
な
届
け
の
こ
と
か
ら
、

保
険
料
の
納
付
、
年
金
の
請
求
の
こ
と

ま
で
何
で
も
役
場
が
あ
つ
か
っ
て
い
ま

す
。届

書
の
あ
て
先
は
、
都
道
府
県
知
事

に
な
っ
て
い
て
も
、
す
べ
て
の
手
続
き

の
窓
口
は
市
町
村
役
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、

役
場
の
国
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。感

閤
鍵
田
抗
縄
閉
喝

な
お
、
．
厚
生
年
金
の
窓
口
は
、
市
町

村
役
場
で
は
な
く
、
都
道
府
県
内
に
あ

る
社
会
保
険
事
務
所
と
な
っ
て
げ
ま

す
。

感
摘
出
関
阿
国
喝

し
か
し
、
会
社
を
や
め
た
と
き
は
、

会
社
で
厚
生
年
金
を
ぬ
け
る
手
続
き
を

し
て
く
れ
ま
す
が
、
．
国
民
年
金
の
加
入

の
手
続
き
ま
で
は
し
て
く
れ
ま
せ
ん
の

で
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
手
続
き
は

自
分
で
市
町
村
役
場
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
も
こ

の
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
早
目
に
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

年
金
制
度
に
必
ず
加
入
す
る
た
て
ま
え

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
誰
が
ど

の
年
金
制
度
に
加
入
す
る
か
は
、
法
律

で
定
め
て
い
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
会
社
や
工
場
に
勤
め
る

人
は
厚
生
年
金
に
、
官
庁
に
勤
め
る
公

務
員
は
共
済
組
合
の
年
金
に
、
船
員
の

人
は
船
員
保
険
に
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
年
金
制
度
に
入
ら
な
い
二
十
歳
以
上

の
人
は
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

だ
よ
う
な
場
合
に
は
、
会
社
で
入
っ
て

い
た
厚
生
年
金
を
ぬ
け
て
、
そ
の
あ
と

す
ぐ
に
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
人
は
、
一

生
を
通
じ
て
年
金
を
友
と
し
、
年
金
に

よ
っ
て
生
活
を
守
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

な
る
ほ
ど
厚
生
年
金
な
ど
に
入
っ
て

い
な
い
二
十
歳
以
上
の
人
適
す
べ
て
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
と
い
い
ま
し
た
が
」
例
外
と
し
て
、

ｒ
1

、

も

．

〃

Ｈ
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へ
し

町
内
で
火
災
が
続
発

火
の
元
に
は
十
分
気
を
つ
け
て

日
ぜ
き
、
急
性
灰
白
髄
炎
（
生
ワ
ク
　
な
。
ま
莞
「

チ
ン
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
問
い

こ
れ
ま
で
種
痘
も
定
期
予
防
接
種
　
合
せ
は
、
町
衛
生
係
に
連
絡
く
だ
さ

に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
法
の
改
正
　
い
。

に
よ
り
緊
急
時
の
臨
時
予
防
接
種
と

町

内

か

ら

の

通

報

は

（

0

　

9

　

1

　

．

　

（

Ｕ

 

ｌ

　

1

　

9

町
内
の
各
地
で
火
災
が
相
次
い
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
九
月
中
に
連
続
し
て

四
件
の
火
災
が
発
生
、
九
月
二
十
三
日

の
吉
田
本
村
の
火
災
で
は
、
必
死
の
消

火
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
老
人
一
人
が

死
亡
し
、
一
人
が
負
傷
す
る
と
い
う
大

き
な
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時

期
と
な
り
ま
す
、
家
族
全
員
で
防
火
の

備
え
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

①
、
出
か
け
る
前
、
ま
た
お
や
す
み
前

に
は
火
の
元
を
も
う
一
度
点
検
し
ま

し
ょ
う
。

㊥
、
寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ
拾

て
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

㊥
、
暖
房
器
具
は
使
い
方
に
気
を
つ

け
、
小
さ
な
子
ど
も
に
は
近
づ
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
法
の
改
正

以
前
愛
知
県
に
お
い
て
、
予
防
接
種

の
死
亡
事
故
が
起
き
、
昨
年
度
は
厚
生

省
の
指
示
に
よ
り
、
生
ワ
ク
チ
ン
だ
け

が
実
施
さ
れ
他
の
予
防
接
種
は
中
止
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
の
国
会

で
予
防
接
種
法
が
改
正
と
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
定
期
予
防
接
種
　
ジ
フ
テ
リ
ア
、
石

予防接種法施行令

疾病名 旧　　　 法 新　　　 法 実 施 要 領

ジ

1期 1期 生後3

生後3 ケ月から 生後3 ケ月から ：：ｌｉ曇三

生後6 ケ月 生後72ケ月

2 期 2期

1期後12ケ月から 1期後12ケ月から ましい

フ 18ケ月 18ケ月 3 期、12歳に

テ 3 期 3 期 ． 達する月の属

リ 小学授入学前 12歳に達する日の する年度

ア 6 ケ月以内

4 期

小学校卒業前

6ケ月以内

属する年度

百

1期 1期 生後3

生後3 ケ月から 生後3 ケ月から ：： ｌ：曇…

‖ 生後6 ケ月 生後48ケ月

ぜ 2期 2 期

き 1期後12ケ月から 1期後12ケ月から ましい

18ケ月 48ケ月
急性
灰自

生後3 ケ月から 生後3 ケ月から 生後3 ケ月か
ら18ケ月が望

領炎 生後18ケ月 生後48ケ月 ましい

家庭の防火管理

いざというときのために、家族が一致協力

して火事に対処できるように、家族全員が集

まって、火元の管理や消火、通報、避難など

の役割りの分担を決めておくことが大切で

す。そして、その計画どおりにそれぞれの役

割りが行えるかどうか実際に練習してみまし

ょう。

役割りの分担の例
1

1　外出時や就寝前の火元の点検は、ｊアマが

しましょう。

2　万一、火事になったときの消火はパパが

－しましょう。

3　消防署への電話通報は、おちついてはっ

き与と、ポクかワタシがしましょう。

4　通報が終われば、ポクかワタシが近所の

人に知らせて廻り、家の中には入らないよ

叛にし卑しょう。

5　お年寄りや小さい子どもの誘導はママが

㍉‖消しょ年
、ト6　お年寄りや子どもは避難しやすい部屋に

ｌ貯すませましょう。

7　玄関や廊下、勝手口・通路などには日頃

二香ゝら、物を置かないようにしましょう0

法

令

講

習

会

折
尾
交
通
安
全
協
会
で
は
次
の
日
程

で
法
令
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
ふ
る
っ

て
参
加
く
だ
い
。

▼
日
時
と
場
所

1

0

月

1

5

・

1

8

日

、

1

9

時

～

2

1

時

頃
末
小
講
堂

里
親
を
求
め
る
運
動

1

0

月

1

日

～

1

0

月

3

1

日

県
で
は
、
家
庭
的
環
境
に
恵
ま
れ
な

い
不
幸
な
児
童
を
篤
志
家
に
預
け
、
そ

の
暖
い
愛
情
と
家
庭
的
雰
囲
気
の
中
で

健
全
は
育
て
る
た
め
、
十
月
一
日
か
ら

†
ヶ
月
間
、
里
親
を
求
め
る
運
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

．．．．＼－、

、
こ
の
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
七
ち
へ

の
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

一　一・ヽ
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母
子
保
健
相
談

▼

日

時

　

1

0

月

1

5

日

9

時

3

0

分

～

1

1

時

3

0

分

▼
会
場
　
君
田
団
地
公
民
館

▼
内
容
　
育
児
及
び
家
族
計
画
相
談
指

導
（
身
長
・
体
重
測
定
）

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

予

　

防

　

接

　

種

▼
対
象
者
　
満
3
歳
以
上
全
員
、
一
週

間
か
ら
二
週
間
の
間
隔
で
2
回
接
種

（
3
歳
未
満
児
は
医
師
に
相
談
し
て

受
け
て
く
だ
さ
い
。
）

▼
実
施
期
間
と
場
所
　
1
0
月
2
5
日
～
1
1

月
3
0
日
、
町
内
各
医
院
の
診
療
時
間

内
。

▼
料
金
（
一
回
に
つ
き
）

1

5

歳

未

満

　

3

1

0

円

（

2

4

0

円

1

6

歳

以

上

　

5

0

0

円

（

3

6

0

円

（
　
）
内
の
ワ
ク
チ
ン
代
は
町
で
負

担
し
ま
す
。
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る

人
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

①
生
活
保
護
世
帯
、
㊥
均
等
割
、
非

課
税
世
帯
、
㊥
国
民
健
康
保
険
加
入
世

帯
、
④
小
・
中
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚

園
の
児
童
・
生
徒

問
診
票
を
1
0
月
2
0
日
か
ら
役
場
衛
生

係
で
発
行
し
ま
す
の
で
、
と
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
・
一
般
有
料
の
か

た
は
、
各
医
院
に
問
診
票
を
お
い
て
い

ま
す
の
で
直
接
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

成
人
病
教
室

▼
日
時
　
1
0
月
1
4
日

1

2

時

3

0

分

～

1

4

時

3

0

分

受
付
と
血
圧
測
定

1
2
時
3
0
分
～
1
3
時

講
演
　
1
3
時
～
1
4
時

▼
会
場
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
内
容
　
醜
演
（
糖
尿
病
の
正
し
い
治

療
に
つ
い
て
、
講
師
、
佐
藤
八
郎
氏
）

ま
た
、
糖
尿
病
の
食
事
療
法
の
指
導
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

▼

日

時

　

1

0

月

2

0

日

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

3

0

分 ▼
会
場
　
遠
賀
保
健
所
栄
養
指
導
室

▼
内
容
　
糖
尿
病
と
食
生
活
に
つ
い
て

講
話
、
食
事
調
理
寛
習

薬
と
健
康
の
週
間

1

0

月

1

7

日

～

2

3

日

私
た
ち
の
病
気
の
治
療
や
健
康
の
維

持
の
た
め
に
、
現
在
で
は
、
薬
は
も
っ

と
も
必
要
で
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
使
用
方
法

を
誤
る
と
か
え
っ
て
体
に
害
を
及
ぼ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
薬
の
性
質
を
よ
く
理
解

し
、
正
し
い
使
い
方
を
心
掛
け
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
十
月
十
七
日
か
ら
」
週
間
、

薬
と
健
康
の
週
間
が
始
り
ま
す
。
こ
の

期
間
中
に
は
、
八
幡
西
区
保
健
所
で
も

薬
と
健
康
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま

す
の
で
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
と
場
所

八
幡
西
区
保
健
所

1

0

月

2

1

日

、

1

0

時

～

1

6

時

行
　
政
　
相
　
談

行
政
管
理
庁
は
、
国
が
行
な
っ
て
い

町
教
育
委
員
会
で
は
十
且
十
日
の

体
育
の
日
に
、
壮
年
ソ

大
会
と
婦
人
レ
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友
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酬冊Ｉ皿　昭和51年10月10日

狂犬病予防注射

町では昭和51年度の畜犬登録及、

第2回（秋期）狂犬病予防注射を次

のとおり行います。生後3ケ月以上

になる犬を飼っているかたは、もよ

りの実施場所で予防注射を受けさせ

てください。

；ｒ“なお、不用犬は遠賀保健所衛生課
に連絡して引き取ってもらうようお

願いします。

ト料金　890円登録料300円、注射代

590円）

ト日時と実施場所
1

010月18日

午前　水巻町町民会館

年後　古賀区公民館（61棟）

010月19日

午前　高松区労務横

午後　下二町住公民館

010月20日

午前　二町狂公民館

Ｌ年後吉田ノ三公民館

10月21日

年頭　吉田ノ二公民館

午埠　樋口公民館
10月22日

午前　猪熊町任公民館

午勘；机社宅公民館
ただし、午前の部は10時示ら11時

．30分まで、午後の部は13時30分から

ノ15時まで。また、この日程にもれた

‘犬は、11月8日、10時から12時まで

』町民会館で実施します0

‾－　　‥　可‥＿．ｌ＿ｌ亡Ｈ　．車11　Ｊ一　　一＿　，ｔ＝亡　　　　　　　も

軒一曜　在　宅　医
10月10日　坂口医院　婦人科　頃末　691・2943

17日　楠本医院　円・児科大鰐橋093・24・0385

24日　村田医院　内・児科　頃末　691・0745

3坤　永松医院　耳鼻科　頃末　691・0386

診察時間は9時～17時、原則はし‾て往診はしません。
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